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令和元年度ＪＢＡ健康寿命延伸産業創出事業（ヘルスケアサービス品質評価構築支援事業） 

第５回委員会議事録 

作成者：事務局長 池田  努 

実施日 令和 2年 1 月 17 日（金） 13：25～：16：10 

実施場所 一般社団法人 日本寝具寝装品協会 会議室 

出席者 

計 8名 

 

  

常任委員：5名、オブザーバ：1名、事務局 2名 (敬称略)  

出欠 委員分野 氏 名 企業・団体名、役職 

○ 常任委員 野村 史郎 ダイトウボウ(株)ヘルスケア事業本部和田哲カンパニー長 

○ 常任委員 浅田 和重 帝人フロンティア㈱短繊維素材第 1 部部長 

○ 常任委員 西分平和 西川㈱取締役 常務執行役員 

× 常任委員 田中 章久 ブリヂストン化成品㈱東日本第三本部 本部長 

〇 常任委員 志村 洋二 西川㈱研究開発室課長 

× 常任委員 坂井 史治 一財）ボーケン品質評価機構未来研究所長 

○ 常任委員 奥谷 孝良 一社）日本寝具寝装品協会 専務理事 

○ オブザーバ 金谷 範之 （株）繊維情報システムセンター 代表 

○ 事務局 池田  努 一社）日本寝具寝装品協会 事務局長 

○ 事務局 中村 富夫 一社）日本寝具寝装品協会  

検討項目 1．健康寿命延伸産業創出事業委員会 第 5回委員会の開始に際して 

① 開催挨拶 

② 本日の議事内容の説明 

2．経産省への事業中間報告（12/17）の実施概要報告 

① 経産省への事業中間報告の内容 

3．一般社団法人 日本福祉用具供給協会への対応（12/17）事項の報告 

① 一般社団法人 日本福祉用具供給協会への訪問報告 

② 今後の対応 

4．「ヘルスケア表示寝具認定評価の審査項目と機能」についての検討（第 3回目） 

  ①「素案」（修正・改良版）の説明 

  ② 審査項目と機能についての検討 

5．ＪＢＡのヘルスケア表示寝具認定評価制度の説明会開催、今後の事業計画の検討 

① 説明会開催内容の検討 

② ヘルスケア表示寝具認定委員会委員の候補者選定、招聘者の検討 

③ 今後の事業計画の検討 

6．次回委員会検討事項、他 

配布資料 ・資料 5－1：日本福祉用具供給協会への訪問（12/17）報告書 

・資料 5－2：素案）ＪＢＡ：ヘルスケア表示寝具評価の目安 2020.01.06 

・資料 5－3：今後の健康寿命延伸産業創出事業の実施計画案（検討用資料） 

・資料 5－4(追加資料)：事業中間報告書 

 （会議の内容） 

1．健康寿命延伸産業創出事業委員会 第 5回委員会の開始に際して 

各委員に配布された資料の確認後、ＪＢＡ中村の司会により第 5回健康寿命延伸産業創出事業委員

会を開催した。 

【奥谷専務理事開催挨拶：要旨】 

① 本日の委員会は 3名が欠席になった。（→それぞれ自社の予算策定、経営会議等の理由で） 

② 認定委員会委員の候補者選定に関しては 1/29 に日本睡眠学会 前理事長/東京慈恵会医科大学 
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葛飾医療センター精神神経科診療医長である伊藤 洋氏へ、また 1/30 にはモデルで介護福祉

士の上条 百里奈氏へそれぞれ就任依頼のため会う事になっている。 

  ③ 今回の事業は本年 2月末までで、残すところ１ヶ月半しかない。何とかＪＢＡとしてのガイド

ラインをまとめて行きたいので、更なるご協力をお願いしたい。 

 

2．経産省への事業中間報告（12/17）の実施概要報告 

奥谷専務理事より、「資料 5-4(追加資料)」を基に、12/17 日に行った経産省への事業中間報告の

内容について説明を行った。 

【報告内容】 

①  訪問日時：令和元年 12 月 17 日 10:00～11:30 於：経産省ヘルスケア産業課 

   相手側  経産省ヘルスケア産業課：2名、ＮＴＴデータ経営研究所：西口氏、 

シードプランニング：渡辺氏 （計 4名） 

   ＪＢＡ側 奥谷専務理事、中村、池田 （計 3名） 

 ② 説明した「事業中間報告」の内容 

事業はほぼ予定通り、これまでほぼ順調に進捗していることを伝え、以下の点を説明した。 

・これまで行った全 4回の委員会での検討内容 

   ・実施したアンケート調査（仲介者向け調査、ＪＢＡ会員企業向け調査）の集計結果内容、

ヘルスケア関連団体等訪問調査の内容 

・現時点での「ヘルスケア表示寝具認定評価の審査項目と機能案」、ヘルスケア寝具ガイ

ドライン(ヘルスケア表示寝具認定基準)案 

     ・今後の予定事業（2月末までに実施する委員会、説明会、等） 

     ・その他：時間的、経費的な面での事業推進の難しさを説明 

   ③ 経産省側の反応 

     ・全体的に良く実施してもらっている 

     ・Ｂ-Ｂの趣旨に則り、ヘルスケア表示寝具の認定評価制度の確立をＪＢＡが図ることを期

待している。 

   ④ その他要請したこと、等 

   ・「ヘルスケアガイドライン」に則った商品であることを分り易くするためには“認証マ

ーク”が欠かせないこと、「経産省“推奨”」（又は“許可”、“認定”、その他の表

現）という文言が必要なことを説明した。⇒これについては実際に文言として商品に添

付して出す場合には事前に許可を取ること、“認証”・“許可”という表現はダメだと

いわれた。 

   ・一般社団法人日本ホームヘルス機器協会が認定対象としている商品の中に、薬機法の認

定外品目（雑品）の中に繊維製品（寝具寝装品）も対象品目に入るとの見解を示してい

るが、寝具寝装品とは異業種に当たる企業から、製品の一部に寝具が使用されているよ

うなケースで認定が行われれば寝具が対象品目になると思われる。そうすれば寝具寝装
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品業界とは異なるガイドラインの基でビジネスが行われることになり、同品目を異なる

団体で認証することになり混乱が生じることを強く訴えた。 

    ⇒これに対し、各委員より「電気毛布は雑品扱いでも構わないが、電気を使わないもの

は繊維製品でありＪＢＡが対応すべきである」等の「繊維製品を該協会が対象として

認定するのはおかしい」旨の意見が出され、経産省へ強く言うべきだとの見解で一致

した。 

  【ＮＴＴデータ経営研究所 西口氏からのＭail 内容】 

    経産省訪問後西口氏より以下の内容のＭail が届いた。 

①  商品項目（まくら、掛けふとん、敷きふとん、等）別に該当する表示機能（睡眠健康機能、

衛生機能、等）を整理した方が分り易い（→星印等をつける等） ⇒ ex.「体圧分散性」は

敷き布団のみ。 

   ② 企業の社会性に関しては「ＳＤＧs」の取組みは、中小企業にとってはハードルが高いので

「事業継続性（業歴、規模、ＣＳＲ、等）」の比重を高くしたほうが良いのではないか。 

   ③ 委員会旅費、成果普及説明会、ＨＰコンテンツ制作費用は事業期間内での実施が補助対象。

スケジュール調整のうえ成果があげられるようにやって欲しい。 

   ⇒事務局中村より、西口氏からの以上のＭail 内容に基づき検討した内容を、このあと説明する

「資料 5-2」に反映できるところは反映した旨の説明があった。 

 

3．一般社団法人 日本福祉用具供給協会への対応（12/17）事項の報告 

1）一般社団法人 日本福祉用具供給協会への訪問報告 

  事務局中村、及び調査業務委託先の金谷氏より「資料 5-1」に基づき、日本福祉用具供給協会への

訪問報告がなされた。訪問内容は以下のとおり。 

① 今回の訪問は、実施した仲介者向けアンケート調査の「調査票発送先情報提供」に全面的に

協力してもらった御礼方々、アンケート調査の集計結果報告、及び今後のＪＢＡヘルスケア

事業推進への協力要請のために行った。 

② 日本福祉用具供給協会から提供頂いた、ケアマネジャー、介護福祉士、福祉機器取扱い関係

者等の仲介者に行ったアンケート調査は、アンケート票送付総数 100 ヶ所、回収数 48 通、

回収率 48％であったことを報告した。 

③ 回収した 48 件のアンケート調査の集計結果の詳細分析内容の説明を行った。 

④ 紹介して貰ったケアマネジャー、介護福祉士、福祉機器取扱い関係者等の 7割は、日頃の活

動において寝具寝装品をそれほど重要なアイテムとは意識してない状況であることが分った。 

2）今後の対応 

   ① 「アンケートに回答して頂いたケアマネジャー、介護福祉士、福祉機器取扱い関係者等 48

名の方には、礼状とともにアンケート集計分析報告書を送付したい」とのＪＢＡからの申し

入れに対して、（本村専務理事より）「そうしてもらうとアンケート協力を要請した当方

（日本福祉用具供給協会）としてはありがたい。回答要請をするだけでなく、その結果を報
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告することは回答者にとってもメリットになる。」との快諾をもらった。⇒12/18 に回答者

へ礼状とアンケート集計分析報告書を送付した。 

   ② （ＪＢＡより）今後ともＪＢＡのヘルスケア事業推進に協力頂きたいとの申し入れを行った。

（委員会での福祉用具業界の説明、ＪＢＡヘルスケア事業関連セミナー・説明会等での講演、

ヘルスケア製品認定等におけるアドバイス、等を意識して控えめに要請した。）⇒日本福祉

用具供給協会側了承。 

 

4．「ヘルスケア表示寝具認定評価の審査項目と機能」についての検討（第 3回目） 

 1）「素案」（修正・改良版）の説明 

  事務局中村より「資料 5-2：ヘルスケア表示寝具認定評価の審査項目と機能案（素案）修正・改良

版」の説明を行った。説明ポイントは以下のとおり。 

  ① 「資料 5-2」は前回版をベースに、睡眠健康機能項目を志村委員、衛生機能項目とメンテ

ナンス項目を坂井委員にチェックしてもらい、表に整理したものである。 

② 目安表に関して志村委員より、「安眠快眠は睡眠の質改善と同義、アレルギーは薬機法

上問題、頭寒足熱は査定困難削除、冷え症は保温性と同義、腰への負担は体圧分散性と

同義」等の指摘を頂いたが、腰への負担のみを残して目安表の新ポジションに置いてみ

た。 

③ 衛生機能、メンテナンス機能が上限 15 点にＵＰしたので配点変更を行った。 

④ アレルギー項目見直し提案もあったが、アンケートでの要求の高い項目でもあることか

ら、現状試験法に準拠して、「アレルゲンの低減」に変更して審査項目として残した。 

⑤ ＮＴＴの指摘に応じて、掛け、敷き、まくらの品目別に睡眠健康機能項目の定義と目安

表を作成しようと試みたが、同義項目が多く新表の作成には至らなかった。（掛け、敷

き、まくらには共通するものが多く分ける必要はないと考えた。） 

⑥ 資料の⑧の「防蚊」の必要性については、入れておいても構わないか検討してほしい。 

⑦ 「制電性」については 5点でいいのではないかと坂井氏より指摘があった。 

⑧ 企業の社会性は 20 点を 10 点にした ＳＤＧsは 8点、事業継続性は 2点とした。 

⑨ 医学用語はなるべく使わないようにした。また、「エビデンス」には“このようなものもあ

る”というものを記してみた。 

⑩ 審査は、ヘルスケア表示寝具評価目安に基づき、4 分類 10 項目で採点する。採点は 1 点単

位（配点 10 点の場合、優 10～7 点、良 6～4 点、並３～1 点）⇒ 総合計点数が 60 点以上

を認証合格とする。 

⑪ 内容については概略以上であるが、「資料 5-2」の内容について検討していただきたい。 

 

2）審査項目と機能についての検討 
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① Ｑ：策定した 4 分野（睡眠健康機能、衛生機能、メンテナンス機能、企業社会性）の機      

能と評価基準については事前にオープンにすることになると思うが、審査内容（採点内容、  

等）もオープンにするのか？ 

Ａ：合計採点数や、睡眠健康機能、衛生機能、メンテナンス機能、企業社会性のそれぞ

れの合計点は出しても良いが、個々の審査内容は出さない方がよいと考えている。   

② Ｑ：「エビデンスへの条件」のところは表記されたもの以外に、補足条件があってもよいの

ではないか。 

  Ａ：「エビデンス」には“このようなものもある”というものを記してみたが、補足内容

については検討したい。 

③ Ｑ：「メンテナンス機能」の「軽さ」という表現は、基準がないのに何を持って軽いかが分

らないのでは？   

Ａ：例えばマイクロファイバーを使ったふとんは、確かに軽いが寝がえりをうったらふとん

が飛んでいく。これでは寝具として評価できない。商品別の平均値等の、裏で一定のデータ

を持っておく必要があるのではと考えている。また、「軽さ」は「寝返り性」とも関連して

くる。 

④ Ｑ：「エビデンスの項目」で自社データを用いる場合はどう評価するのか？ 

Ａ：健康／衛生／メンテナンス性についての審査用機能エビデンスは、公的又はそれに準ず

る検査、学究、病院等の機関実証データとし自社データは原則不可とすることにしたい。 

⑤ Ｑ：まくらに「高さ調節機能」が必要ではないか？ 

Ａ：メンテナンス機能の「取扱性」で入れているが、2Ｐの表に明記したほうがよいと思わ

れる。（枕の高さ調節）。 

   ⇒概略以上のような意見が出されたが、これを基にさらに「ヘルスケア表示寝具認定評価の審

査項目と機能案」のブラシュアップを行うことになった。 

 

5．ＪＢＡのヘルスケア表示寝具認定評価制度の説明会開催、今後の事業計画の検討  

事務局中村、委託先の金谷氏より「資料 5-3」に基づき、今後の事業実施計画・実施作業案につい

て以下の説明がなされた。 

① 事業期間は 2月末で終了する。そのため東京、大阪での説明会の日程と、第 6回、第 7回の

委員会の開催日を以下のように決めたい。 

＊策定したヘルスケア表示寝具認定評価の審査項目と機能についての説明会： 

 東京コース：2月 20 日（木）13:00～ 場所：ＴＫＰ市ヶ谷カンファレンスセンター6Ｃ 

 大阪コース：2月 21 日（金）13:00～ 場所：大阪織物商健康保険会館 8Ｆ大講堂 

＊委員会： 

 第 6 回委員会：2月 12 日（水）13:30～15:30 

 第 7 回委員会：2月 26 日（水）13:30～15:30 

⇒検討の結果、第 6回委員会は「2月 7日（水）13:30～15:30」に変更になった。 
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② 東京、大阪での説明会はそれぞれ 2部制にして、第 1部ではＪＢＡ会員企業、仲介者向けに

「ヘルスケア表示寝具認定評価の審査項目と機能についての説明」を中心に行い、2部では

睡眠環境指導士向けの内容にしたい。（⇒全員了承） 

③ ヘルスケア表示寝具認定委員会の委員候補は「資料 5-3」の 3Ｐにあるとおり。1/29 に日本

睡眠学会 前理事長/東京慈恵会医科大学葛飾医療センター精神神経科診療医長である伊藤 

洋氏へ、また 1/30 にはモデルで介護福祉士の上条 百里奈氏へそれぞれ就任依頼のため会う

ことになっている。 

⇒なお、就任承諾を得た認定委員会の委員（候補）には、2/7 開催の第 6回委員会参加して

もらい、「ヘルスケア表示寝具認定評価の審査項目と機能」について理解してもらうことに

なった。 

④ 事務局での資料作成等の作業内容は「資料 5-3」の 1Ｐ～2Ｐに記載したとおりで、かなりタ

イトな作業になる。 

⑤ 問題点としては事業計画に掲げた『ＪＢＡ会員企業の営業企画、マーケティング、お客様相談室

等の「ヘルスケアサービスに係わる顧客ニーズ収集担当者会議」の開催』をどうするかということで

ある。 

⇒これについてはスケジュール的に実施するのが厳しいこと、まずセミナーに参加してもらってその

上で来年度に開催した方が望ましいこと、等から本年度の開催は見送ることになった。 

 

6．ヘルスケア表示寝具の認定申請等に関する検討 

 ヘルスケア表示寝具の認定申請等に関して、以下の意見が出された。 

① ヘルスケア表示寝具の認定申請の資格はＪＢＡ会員に限定すべきである。もし寝具寝装品

で認定申請をしたい企業があればＪＢＡに加盟の上、申請することにしたい。（⇒全員了

承） 

② 審査時期、回数等に関しては検討の結果、年間 2 回程度とする。この場合、展示会に合わ

せて、「申込み期間 4 月～8 月⇒9 月認定審査、申込み期間 10 月～2 月⇒3 月認定審査」

という形にすることで委員の同意を得た。 

③ 認定審査料、認定料については結論出ず。（ホームヘルス協会等の他の団体では審査料 10

万円、認定料 48 万円という高額なところもある。） 

④ ＪＢＡが今回策定する「ヘルスケア表示寝具の認定制度」については一般消費者や仲介者

の理解を得るため、制度をＰＲしてもらうキャンペーンが必要（業界紙はダメ）ではない

か。 ⇒（奥谷専務理事）来年度事業に盛り込む方向で検討したい。 

⑤ アンケート票の回答者の中で、ＪＢＡのヘルスケア表示寝具の認定制度の検討に積極的に

協力したいと回答した企業が 7 社あった。そのような企業の協力を得て制度を作って行き

たい。 
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6．次回委員会検討事項、他 

・「ヘルスケア表示寝具認定評価の審査項目と機能」についての検討（第 4回目：説明会提示

内容の決定） 

・ヘルスケア表示寝具認定に関する規程内容の検討 

・ヘルスケア表示寝具認定委員会委員の決定 

・ＪＢＡヘルスケア表示寝具認定評価の説明会開催内容の決定 

 

次回「第 6回委員会」は 2月 7日(金)13：30～15：30 に行うことが再度確認された。 

 

以 上  


